
 

（仮称）白石小原陸上風力発電事業に係る環境影響評価方法書 

に対する環境の保全の見地からの意見について 

 

 

 

 

１．景観について 

本市において風力発電機が視認される可能性のある眺望点を重要観光資源である飯坂 

温泉や、信夫山等の中心市街地まで範囲を広げた上で、フォトモンタージュを示すこと。 

その上で、工事中も含めて良好な景観を阻害することのないよう、十分に配慮すること。 

 

２．動植物・生態系について 

計画段階環境配慮書で示された対象事業実施区域では、福島市に近接した範囲となって

いたが、環境影響評価方法書においては対象事業実施区域の範囲が縮小されている。 

しかしながら、クマタカ、イヌワシ等の希少猛禽類やコウモリ類、サンショウウオ等の

動物や樹林、草地の植物等、重要な種、さらに野生鳥獣（イノシシ、ニホンザル、ツキノ

ワグマ等）の生息環境は森林等でつながっていることから、福島市の動植物の生息環境へ

の影響について、十分な調査を行うこと。 

 


